
❶本市の取り組みと進捗状況について
❷活動場所について、どのように考えている
のか

❸保護者の経済的負担増が予想されるが、
負担軽減策として考えていることは

関係者により、具体的な実施策と今後の方向
性を検討し、9月より西中学校を活動場所と

して、休日に実施する柔道の地域クラブを設置し、そ
の活動の中で効果や影響などを検証することとした。
事業は、豊かな経験と実績を有する民間事業者に運

営を委託することとした。来年9月からは、各校1つ
の部活動をモデル事業として実施し、令和7年9月
以降は、全ての部活動を対象に地域移行を進めて
いく。
活動場所については、モデル事業は基本的な活
動場所を学校にし、将来的にも学校を含め、身近な
活動場所が確保できるよう努めていく。
モデル事業の検証期間の2年間は、保護者の費用
負担は考えていない。その後は習い事同様、費用の
負担が必要となるが、できる限り低額の設定となる
ことや、経済的に困窮する家庭への費用負担の支援
について検討していく。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

学校部活動は教育の一環として行われ、学ん
だことを学校生活でいかし、教育活動が円滑

に進むようにしてきた。また、将来の社会生活でもい
かされるように、自ら課題を見つけ、課題克服のため
の工夫をし、成果を発揮できるようにする取り組み
を行ってきた。地域クラブ活動になった際も、ぜひ継

続した取り組みをしていただきたい。
活動場所については、学校施設を利用することが
のぞましいと思う。競技施設や文化施設は、一般の
方の活動に制限をかける恐れがある。また、音楽活
動についてはパート練習などを行うこともあり、いく
つもの活動場所が必要となる。
学校を使用することで、保護者の費用負担を抑え

ることになる。保護者の費用負担は学校部活動の時
とはさほど変わらないようにし、充実した活動ができ
るようにお願いしたい。

令和６年元旦に発生した能登半島地震において、被災された皆様にお見舞いを申し上げるとともに、
１日も早く復興されることを心よりお祈り致します。
さて、私自身のことになりますが、皆様のおかげで初当選をさせていただき、早いもので１年が経過
しようとしています。議員としての様々な経験をさせていただき、とても充実した１年間を過ごすことが
できました。しかし、自分自身に不足している部分もあり、不満を持っているところは正直あります。この
一年間を振り返り、自分自身の課題を明確にし、令和６年度はより活動的に取り組んでいく決意でいます。
今回は、私自身の市議会議員１年目の活動報告をさせていただきます。ご多忙とは思いますが、御一読
していただけましたら幸いです。
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「財を遺すは三流、名を遺すは二流、人を遺すは一流」という言葉があります。人はどんな人を育て
ていくかが最も大切なことと言われています。つまり、人が生きていくためには、教育が最も重要
な事になります。
人はこの世に生を受け、家庭教育から始まり、保育園や幼稚園、学校や職場、地域や友人など
様々な方から学び、そして成長していきます。人格は１割が潜在的なもので、９割は創られていく
ものだといわれています。まさに今の自分は、教育により創られてきたものなのです。
今年度は、最も重要な教育の分野で一般質問をさせていただきました。その一部をご紹介させて
いただきます。

❶ 学校部活動の地域移行について
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ることになる。保護者の費用負担は学校部活動の時
とはさほど変わらないようにし、充実した活動ができ
るようにお願いしたい。

❶教職員の負担軽減のため、部活動の地域
移行以外の取組は
❷業務内容のスリム化が必要と思うが、どの
ように考えているか
❸残業手当が支給されない超過勤務に対す
る職員への対応は

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
教職員の負担軽減については、各学校の学
年始め休業日を確保し、年度当初、新年度に

向けた準備のための休日出勤や時間外勤務を無く

すように努め、長期休業日の学校閉庁日も拡大した。
他にも、留守番電話対応の設定、校務支援システ
ム・指導者用デジタル教科書の導入など、教職員が
効果的、効率的に業務を行えるように改善を図って
きた。今後も、業務のシステム化を推進し、本市で独
自に配置している学校サポート教員や健康推進教
員、小規模学校支援教員以外に、教職員の事務作業
の軽減のためのスクール・サポート・スタッフの配置
を拡充できるよう、県教育委員会に対し要望するな
ど、さらなる負担軽減に努めていく。
教育委員会から送付する文書等は、学校において
効率よく文書分類が行えるようにしている。また、学
校から教育委員会へ提出する多くの文書について、
学校長による押印を省略し、文書を電子データによ
り提出することを可能とした。今後もデジタル化を
進め、業務内容のスリム化を一層推進できるように
努めていく。
教職員の業務に対する意識の改善を図るため、各
学校にタイムレコーダーを設置し、各教職員が働き

❷ 教職員の働き方改革について

方を見つめ直し、業務の効率化を進めることの大切
さを認識できるよう、職場環境の改善を図ってきた。
また、各学校では日々の勤務時間の状況を把握し、
業務改善に努めるとともに、ノー残業デー、ノー部活
動デーなどを設け、時間外勤務の縮減を図っている。
今後も業務改善と教職員の意識改革を進めること
で、これまでの働き方を見直し、風通しの良い職場
で、子どもの成長を励みに感じ、教え育むことに生き
がいを感じられるような教職員の育成に努めていく。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

教職員の働き方改革については、早急に改善
をお願いします。教師は仕事を増やすことは

得意だが、減らすことが苦手です。子供達のためで
はあるが、どこかで区切らなければ改善されない。業
務内容の効率化だけでなく、精選することは必須の

課題と思う。理想ではあるが、人間の生活は、24時
間の3分の1は仕事、3分の1はプライベート、3分の
1は睡眠ということが本来の姿であると思う。そこに
近づけることで教職員も様々な経験ができ、人とし
ての魅力と仕事への意欲が増し、子供達が質の高い
教育を受けられるようになると思う。また、教員のな
り手不足解消へも繋がる。
現在は超過勤務をしていながらも残業手当の支
給はない。手当ての支給ができないのであれば、長
期休業期間に代休がとれるシステムを設けていた
だけたらと思う。
我々大人は、子供達の毎日が充実するようにして
あげなければならない。「部活動の地域移行」、「教
職員の働き方改革」は大人の問題で、子供達の充実
感が無くなる様なことがないようにお願いしたい。
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❶不登校児童生徒数の現状について
❷ふれあいるーむ21の利用者数と体験・見
学などの状況は
❸ふれあいるーむ21の施設環境について

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
不登校児童生徒数は、令和5年10月末で小
学生82名、中学生146名である。令和4年度

の同時期と比較すると、小学生9名、中学生10名の
増加となっている。
ふれあいるーむ21は、令和5年10月末時点での
利用者数が、小学生2名、中学生20名。見学に訪れ
る児童生徒と保護者が毎月1組から3組程度で、こ
のうち体験をしている児童生徒が5名いる。
現在の施設は築50年で老朽化が進んでいるが、
立地条件の良さがある。不登校児童生徒の増加や
個に応じた支援の必要性、支援内容の多様化により、
利用者の人数増加が見込まれる。スペース不足など
の課題を解決するために、令和6年度に耐力度調査
を行い、改修あるいは改築による施設の拡張を進め
る予定である。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

不登校児童生徒の支援については、教職員
やふれあいるーむ21のスタッフ、訪問相談

員やソーシャルワ
ーカーの方が、子
ども達や保護者に
対し丁寧に対応し
てくださり、増員
は必要なものの人
的環境は整ってい
ると感じている。し
かし、残念な点が
あり、不登校支援
に重要な役割を担
うふれあいるーむ
21の施設が不十
分である。老朽化の進行やスペース不足が生じ、こ
れは大きな課題である。不登校の児童生徒が増加
する中、学校復帰や社会的自立に向けて、ふれあい
るーむ21を利用してもらう価値は高く、早急に改築
する必要がある。
不登校の子供達には、心が安らぐ暖かさを感じる

環境が必要になる。建物が心身に与える影響は専門
家の方が立証済みで、改築の際は、足を向けたくな
る外観と心身に与える影響が一番良いとされる木
造の建築物をお願いしたい。

❸ 不登校支援について
ふれあいるーむ21問
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❶調理員の方への熱中症対策の現状は
❷空調整備計画について

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
学校給食センター本所、玉造分所、下総分所
及び大栄分所では、調理室にエアコンの設置

がなく、こまめな水分・塩分補給、扇風機やスポット
クーラーの利用等により熱中症予防に努めている。
本年度はファン付き空調服を栄養士と給食調理員
に支給するとともに、本所と玉造分所にスポットクー
ラーを追加導入し、調理時の環境改善を図った。給
食調理員からは、労働環境の改善が図られたという
意見も多数いただいた。熱中症対策の観点から給
食調理員の労働環境の改善を図ることは大変重要
と認識しており、今後も現場の意見を聞きながら必
要な対策を講じていきたい。
空調の整備計画は、調理室にエアコンがない4施
設においては、空調の整備計画は策定していない。
施設の老朽化から今後に建て替えを予定しており、
空調設備の整った親子方式による共同調理場等の
整備を進めている。今後も本市の学校施設 長寿命
化計画等と調整を図りながら、早期の整備完了を目

指していく。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

給食センター本所と下総みどり学園の調理
場の整備については、目処が立っているよう

だが、大栄みらい学園・向台小・神宮寺小の整備完
了は明確ではない。玉造分所と大栄分所は、今後10
年以上の利用が考えられる。空調のない調理場は、
室内温度や湿度が食中毒を起こしやすい条件とな
っている。また、調理員や栄養士の健康を脅かす条
件にもなっていることから、栄養士や調理員の方々
も不安な気持ちで給食を作っていると感じる。早急
に空調の整備にかかることを強く要望する。

❹ 学校給食センターについて

年間に行われる4回の定例会の合間に、様々な視察や研修会に
参加させていただきました。内容の全てが有意義なもので、他の
議員の方の市政に対する考えも聞くことができ、充実した時間を
過ごすことができました。ここでは、視察・研修会等で行われた内
容をご紹介させていただきます。

1 政友クラブ行政視察
栃木県大田原市：『学校跡地利活用（旧蜂巣小学校）』『議会ICT』
『国際医療福祉大学大田原キャンパスについて』
群馬県前橋市：『地域公共交通（マイタク：でまんど相乗りタクシー）』

2 教育民生常任委員会行政視察
大阪府守口市：『部活動の地域移行』『コミュニティスクール』
高石市：『重層的支援体制整備事業』

3 広報広聴委員会行政視察
神奈川県川崎市：『議会だより』『夏休み子ども議場見学会』『高校
生議会』『キッズページ』など
秦野市：『議会の出前講座』『夏休み子ども議場見学会』『議会報
告会』『議会だより』『市議会の周知』『議場の多目的利用』など

4 政友クラブ勉強会
第1回 『成田空港の歴史』成田空港建設時からの歴史、さらな

る機能強化について
第2回 『成田市の財政状況と今後の見通しについて」

第3回 『本市のゴミ処理についての現状と課題、今後の周辺計
画について』

 成田富里いずみ清掃工場の現状・課題・今後の対応
 成田市リサイクルプラザの現状・課題・今後の対応
 新清掃工場関連付帯施設整備事業について
第4回 富里市『地域公共交通政策について』
 富里市観光・交流拠点施設『末廣農場について』
第5回 『成田市総合計画「NARITAみらいプラン」について』
第6回 『成田市コミュニティバス視察』
 『成田市の地域公共交通政策について』

5 議員団研修会
第1回 『議会のデジタル活用とDX』
第2回 『議員のためのハラスメント防止について』
第3回 『議会の政策形成と予算審議について』

●生まれ：昭和43年1月12日、
　成田市花崎町に生まれる。
●学歴：成田幼稚園、加良部小学校、
　西中学校、成田高等学校、
　国際武道大学体育学部体育学科
●職歴：元公立中学校保健体育科教諭
　（成田中学校・中台中学校　他）
●趣味：佐原囃子演奏（花﨑囃子連代表）
●好きな言葉「勝ちに不思議の勝ちあり、
　負けに不思議の負けなし」

給食センター

視察・研修会

別府ひろたかプロフィール
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